
3100/3101
スキャナ／エクステンダ

エクステンダ方式で最大５台まで（17スロット）拡張可能
マルチプレクサで最大1,360ch、最高330ch/秒の高速切替え

● エクステンダを最大 5台接続し、17スロットまで増設可能
（マルチプレクサ 1,360チャンネル１線式）

● 最高 330ch/秒の高速切替え

● 10 Aの大電流の切替えに対応

● 1 μVオーダの低熱起電力での低レベル測定に
 （31005Bスイッチ・カードにて）

● 各種のスイッチ・カードを用意

● 接点状態が一目でわかるグラフィカル表示機能

● デジタル信号の入出力機能を標準装備

http://www.adcmt.com



高速切替えや大電流、低レベル信号など、
５つのスイッチ・カードで多彩な切替えに威力を発揮
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3100 は、エクステンダ方式を採用した画期的なスキャナで
す。エクステンダは、最大 5 台まで接続することができ最
大 17 枚のスイッチ・カードを組み込むことができます。エク
ステンダの接続間隔は、10 m（総延長 20 m）まで延長
できますので、できるだけ被測定物の近くで切替えが可能
です。
スイッチ ･カードは、3タイプ（マルチプレクサ、アクチュエー
タ、マトリクス）があり、高速切替えや大電流で使用可能
なものまで各種を用意し、さまざまな信号の切替えに威力
を発揮します。また、16ビットのデジタル入出力機能も用
意されています。
スキャナの制御は、パネル面スイッチ設定による手動コントロー
ルと、外部コントローラからのリモート信号（GPIB、USB）
によるプログラマブル･コントロールを可能にし、小規模から
大規模のシステムまで、幅広く適用できるように設計されてい
ます。
パネル面の表示には、アクセス・チャンネル状態が表示されて、
スイッチの ON/OFF 状態を見る事ができます。

特徴のあるスイッチ・カードを用意
●最高 330ch/秒の高速切替えに
半導体リレーを使用したスイッチ・カード 31001F は、シーケンシャル・
スキャン・モードで最高 330ch/秒の高速切替えができます。変化の
早い測定物に有効です。

● 10 Aまでの大電流切替えに
31001K、31002K は、10 A/250 V の切替えが可能なスイッチ ･カー
ドです。
I-Vメータを組合せて、発電容量が大きい複数の太陽電池パネルの
セル特性試験評価ができます。各チャンネル毎に 2ピース・コネクタを
採用し、保守性を良くしました。

● 1 μV オーダの低熱起電力での切替えに
スイッチ・カードの 31005B はロー ･ パワー設計および低熱起電力スイッ
チの採用で、入出力端子を含めて 1 μV オーダの低熱起電力を実現
しています。
これにより、低レベル信号のスイッチングができますので、高精度の温
度測定などを実現します。



規模に応じて拡張できるエクステンダ方式
接点の接続状態が一目でわかる使い易いスキャナ

モデル No. 製品名
チャンネル数
（4線式）

占有スロット

31001F マルチプレクサ・カード（高速） 20ch 1
31001K マルチプレクサ・カード（大電流） 10ch 2
31002K アクチュエータ・カード（大電流） 10ch 2
31003B マトリクス・カード（汎用） 8×4ch 1
31005B マルチプレクサ／アクチュエータ共有カード 10ch 1

モデル No. 製品名 端子数 適応スイッチ・カード
31009B ターミナル・カード（汎用） 84 31001F/31003B/31005B

31009M
ターミナル・カード
（31005Bマルチプレクサ用）

44 31005B
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スイッチカード×2枚
GPIB

USB
DIO

ScanBus ScanBus ScanBusScanBus ScanBus

3100スキャナ 3101エクステンダ3101エクステンダ 3101エクステンダ 3101エクステンダ 3101エクステンダ

スイッチカード×3枚

IN OUT IN OUT IN OUT IN INOUTOUT

総延長 Max 20 mまで
接続間隔 Max 10 mまで 接続間隔 Max 10 mまで
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ローカル（パネル面）操作とGPIB/USBコントロール機能

規模に応じたシステム拡張

スイッチ状態のグラフィカル表示

デジタル信号の入出力で用途を拡大

豊富なスイッチング機能でフレキシブルに対応

最大 160ch（2スロット）まで収納

スイッチング条件の設定をパネル面で行うローカル機能は、デジタル電
圧計、デジタル ･レコーダなどと組み合わせた小規模なシステムに適
しています。一方、GPIB/USBインタフェースの標準装備によって、
スイッチング条件の設定をすべて外部からコントロールすることもできま
すので、フレキシブルに自動計測システムを構成することができます。
また、コントロール ･ パラメータによるシーケンス動作だけではなく、任
意のチャンネルに対するダイレクト（ダイレクト･ チャンネル ･ アクセス）
や任意のプログラム･ ステップに対するダイレクト･プログラム･ アクセ
スも可能です。
このダイレクト･ アクセス機能は、ローカル／リモートのいずれでも動作
しますが、GPIB、USBを使用すれば 100 ステップ以上のランダム･
スキャン動作を簡単に行うことができます。

スイッチ・カードは、本体に 2 枚、エクステンダに最大 3 枚が実装でき
ます。エクステンダは、専用バス（Scan Bus）で 5 台までの接続ができ、
機器間は、最大 10 m で総延長 20 mまで接続ができます。
測定チャンネルの必要に応じてエクステンダが増設できコスト・パフォー
マンスが良い最適なシステムが構成できます。

3100 は、大型 LCD 表示の採用により、スイッチ・カードの OPEN/
CLOSE 状態を、各カード毎に表示します。
ダイレクト（ダイレクト･ チャンネル ･ アクセス）のローカル（パネル面）
操作では、OPEN/CLOSE の設定が可能です。

3100 は、標準でデジタル I/O（DIO）機能を内蔵しています。
出力はオープン・コレクタで、シンク電流は最大 150 mA ありますので、
ランプ、大型リレーなどの制御に使用できます。
入力レベルもTTLレベルから、最大 28 Vまで対応できます。デジタ
ル I/O 機能をデータ転送用として使用することもでき、GPIBをもたな
い機器とのデータ転送に便利です。

3100 はマルチプレクサ、アクチュエータ、マトリクスの 3タイプ、5 種類
のスイッチ ･カードを用意しており、これらを組合せることにより、1 台で
複数のスキャナとして使えます。
したがって、多点のデータ･ロガーや半導体、電子部品、電子回路
などの自動試験システムのスイッチング装置として、フレキシブルに対
応できます。

3100 本体には 2 スロットに最大 160ch（31001F 1 線式）までカード
を収容することができます。
3101 エクステンダを最大 5 台接続することにより、17 スロットまで拡張
でき、最大 1,360ch（31001F 1 線式）までカードを収容することがで
きます。

スイッチ・カード

ターミナル・カード



太陽電池や半導体、電子部品の自動検査など
様々なアプリケーションに最適
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抵抗 40 本の温度係数自動測定システムの構成例です。
低抵抗の測定は 4 線式測定法を用います。恒温槽の温度
は、直流電圧発生器でコントロールし、温度測定機能付き
デジタル・マルチメータでモニタします。これにより各温度で
の抵抗値を測定し、コントローラに記憶した後、測定温度
差と抵抗値変化分から各抵抗の温度計数を算出して、プリ
ンタに印字します。

3100 ではデジタル I/O 機能は 16ビットの双方向入出力ラ
インをもち、8ビット単位で入出力を設定できるため 8 ケ所
のコントロールと8 ケ所の状態監視に使用できます。また
16ビットすべてを入力、あるいは出力に設定することも可
能です。

太陽電池パネル 40 枚の暴露試験 I-V 特性測定システムの
構成例です。
3100 スキャナに 3101 エクステンダを4 台接続します。
大電流カード 31001K を 4 枚で 40 枚の太陽電池パネルを
4 線接続することによって接続線の誤差を無くし、順次 I-V
特性を 4601 で測定します。
また、31005Bにターミナル・カード31009Mを接続したカードを2セッ
ト用意し、マルチプレクサ・タイプで使用して太陽電池パネルに
隣接した温度センサと接続します。ここで測定した温度によって
I-V 測定値に補正をかけることが可能です。

アナログ IC の総合試験システムの構成例です。
マトリクスは任意のクロス･ ポイントの OPEN/CLOSE ができ、
また X 方向の任意の入出力をY 方向の任意の入出力に接
続できるという特長を持っています。従って、Y 方向に測定器、
発生器群を接続し、X 方向に IC の各ピンを接続することに
よって、IC の任意のピンに、測定器、発生器の入出力を接
続できます。使用する測定器、発生器の数および IC のピン
数に応じて、カードを組合せて下さい。

  太陽電池暴露試験 I-V特性測定システム

  多点データ集録･処理システム

  電子回路、電子部品の自動試験システム

  デジタルI/O機能を用いた状態監視システム

太陽電池パネル

温度センサ

温度センサ

温度センサ

3100＋3101×4台

31001K×4枚

31005B×2枚
31009M×2枚

最大10 A

GPIB

OUTPUT

SENSE

TC1, TC2

4601
I-Vメータ



性能諸元
■ 3100　スキャナの性能
コントロール方法： 手動（パネル面操作）または
 リモート（GPIB、USB、単線コントロール）
スイッチ・カード数： 最大 2枚まで装着可能。（エクステンダ接続時　最大 17枚）
 カードNo：0～ 99指定可
スイッチ部構造： フローティング方式（スイッチ接点のみ）
表示： LCD 240×64ドット桁表示（白色 LEDバックライト）
 （アクセス・チャンネル表示、条件設定値表示）
パラメータ・メモリ： 各コントロール・パラメ一夕を4つのエリア（User-0～ 3）

に記憶可能。
リレー寿命確認： リレー寿命到達カードをエラー表示にて通知。
自己珍断機能： 内蔵のROM、RAM、パネル LEDおよびスイッチ・カード

の自己チェックを実行
システム拡張機能： ScanBusにより、3101エクステンダを最大 5台接続可能。
動作モード： 

シーケンシャル： ファ－スト・チャンネルからラスト・チャンネルまで順次スキャン
（マルチプレクサ・カードのみ）

プログラム： 設定されたスイッチング・プログラムにしたがってスキャン
ダイレクト・アクセス： 
 ダイレクト･チャンネル･アクセス：スイッチを直接OPEN

／ CLOSE
 ダイレクト・プログラム・アクセス： プログラムの番号を指

定して直接実行
コントロトール・パラメー夕

MODE（Trigger Mode）：
AUTO タイマ設定のインターバルにて、ファ－スト・チャンネルか

らラスト・チャンネルまで順次スキャン
HOLD トリガの入力によって、ファ－スト・チャンネルからラスト・

チャンネルまでスキャンを1ステップずつ進める
First．Last．Channel： スキャン開始／スキャン終了チャンネルの設定 :
  <0～ 9999>
Repeat Count： シーケンスの繰返し回数設定
 <1～ 10,000回または無限 >
Step Interval： トリガ・モード“AUTO”時のスキャン・ステップ間隔設定
 設定値 <0～ 86400秒（24時間）>
 設定確度　±（設定値×0.15 %+500 μs）※1

 設定分解能　1 ms
Repeat Interval： トリガ・モード“AUTO”時のシーケンス間隔設定
 設定値 <0～ 86400秒（24時間）>
 設定確度　　±（設定値×0.15 %+500 μs）※1

 設定分解能　1 ms
BLOCK： 複数のマルチプレクサ・カードを1枚のマルチプレクサ・

カードとして使用する設定
DELAY： トリガ信号（接点の動作終了）の遅延時間の設定
 設定範囲　　0～ 10秒
 設定確度　　±（設定値×0.15 %+500 μs）※1

 設定分解能　1 ms
PROGRAM： ランダム・スキャン時に各スイッチをコントロールするための

スキャン情報を設定
 1ステップ　最大 45文字、最大 100ステップ
 （プログラム番号　0～ 99）
WIRE： リレーの制御線数を設定
RELAY SWITCH： B.B.M.「Break-Before-Make」またはM.B.B.「Make-

Before-Break」の切替え（カードごと）
デジタル I/O（DIO）

入出力ビット数： データ16bit双方向
出力特性（データライン）

オープン･コレクタ出力
VOH=28 Vmax、VOL=0.8 Vmax
（IOL=150 mA）

入力特性（データライン）
3 V≦VIH≦28 V、0 V≦VIL≦0.8 V
（内部プルアップ抵抗により、TTL駆動可能）

割込入力（2ライン）： TTLレベル負パルス、パルス幅
100 μs以上（GPIBのSRQ信号を送出）

コントロール信号出力（3ライン）： データの入出力方向を示す信号、ストローブ
信号（TTLレベル）

＊1　シーケンシャル・スキャン設定時

入出力コネクタ： 「PCR-E36LMD+」（本多通信工業）
ケーブル側適合コネクタ

「PCR-E36FS+」、または、
「PCR-E36F( )+」（本多通信工業）

インタフェース仕様

USB: 規格： USB2.0 Full-Speed準拠
コネクタ： タイプ B

GPIB: 規格： IEEE-488.2準拠
インタフェース機能： SH1，AH1，T6，L3，SR1，RL1，PP0，DC1，

DT1，C0，E2

コネクタ： 24ピン・アンフェノール

ScanBus： 3101エクステンダ・コントロール信号
 接続ケーブル長：機器間 10 m以下。総延長 20 m以下。
外部コントロール：

トリガ出力：TTLレベル、正または負パルス（設定可）
 （パルス幅約 10 μs、500 μs　選択）
ビジー出力：TTLレベル、負論理レベル
チャンネル・アドバンス ： TTLレベル、正または負パルス（設定可）
 （パルス幅約 1 μs、100 μs選択）
スタート／ストップ信号：TTLレベル、負論理
コネクタ： 9ピン・D-SUB

■ 3101　エクステンダの性能
スイッチ・カード数： 最大 3枚まで装着可能
スイッチ部構造： フローティング方式（スイッチ接点のみ）
表示： 7セグメント　１桁  LED表示（ユニット番号表示）
インタフェース仕様

ScanBus： 3101エクステンダ・コントロール信号
 接続ケーブル長：機器間10 m以下。総延長20 m以下。

■ 3100/3101　一般仕様
電源： AC100 V－ 240 V、50/60 Hz
消費電力： 3100：40 VA以下、3101：28 VA以下
使用環境範囲： 温度 0 ℃～＋ 40 ℃、湿度 85 ％RH以下、結露のないこと
保存環境範囲： 温度－ 25 ℃～＋ 70 ℃、湿度 85 %RH以下、結露のないこと
外形寸法： 約 212（幅）×88（高さ）×438（奥行）mm
重量： 3100：約 3.0 kg（本体のみ）、3101：2.2 kg（本体のみ）
安全性 : IEC61010-1 Ed.3準拠
EMC: EN61326-1 class A
耐振性： IEC60068-2-6 準拠　2G

標準付属品
名称 型名 数量

電源ケーブル（JIS 2 m） A01402 1
Scan Busケーブル（0.5 m）: 3101のみ CC012003-50 1

共通アクセサリ（別売）
名称 型名 価格

Scan Busケーブル（0.5 m） CC012003-50 ￥18,000
Scan Busケーブル（2 m） CC012003-200 ￥20,000
Scan Busケーブル（10 m） CC012003-1000 ￥30,000
ラックマウント・セット（JIS 2Uハーフ） A02263 ￥12,000
ラックマウント・セット（EIA 2Uハーフ） A02463 ￥12,000
パネルマウント・セット（2Uハーフ） A02039 ￥20,000
ラックマウント・セット JIS 2Uハーフツイン A02264 ￥15,000
ラックマウント・セット EIA 2Uハーフツイン A02464 ￥15,000
パネルマウント・セット2Uハーフツイン A02040 ￥22,000
注）本製品をラックマウントする際は、ご使用になるラックに合せて棚等を設ける必要があります。

メーカー希望小売価格
名称 型名 価格

スキャナ 3100 ￥160,000
エクステンダ 3101 ￥100,000

5

◦ 表示価格はメーカー希望小売価格で、消費税は含まれていません。消費税相当額については別
途申し受けます。

◦ 本製品を正しくご利用いただくため、お使いになる前に必ず取扱説明書をお読みください。
◦ ユーザ各位のご要望、当社の品質管理の一層の高度化などにともなって、おことわりなしに仕様

の一部を変更させていただくことがあります。



31009シリーズ（ターミナル・カード）の性能

スイッチ ･ カードのドライブ容量（同時に CLOSE する事が可能なチャンネル数）：装着スイッチカードの下記のドライブ電流の総和が 1.0 A 以内

カード名称
価格

入出力端子 端子数
端子間電圧
（ピーク）

最大定格
電流

絶縁抵抗（各端子間, 各値以上）
質量

適応スイッチ・
カード※＋23±5 ℃ 60％RH以下 0～＋40 ℃ 85％RH以下

31009B
（汎用）
¥20,000

スクリュー式
ブロック・
ターミナル

84
4×20ch＋4
（COM）

200 V 1 A 1010 Ω 108 Ω 0.3 kg
31001F
31003B
31005B

31009M
（31005B
マルチプレクサ用）
¥15,000

スクリュー式
ブロック・
ターミナル

44
4×10ch＋4
（COM）

200 V 1 A 1010 Ω 108 Ω 0.3 kg 31005B

※ スイッチ ･カードと入力端子カードを連結して使用します。

マ
ル
チ
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31001F
（高速）

¥160,000

20ch/4線
40ch/2線
80ch/1線

PhotoMOS

140 V
（AC）
200 V
（DC）

(100-
使用温度）

mA
ー 200 V

1010 Ω
108 Ω

10 μV
（代表値） 3 ms マルチ

CLOSE OFF
時 : 

B.B.M 
またはM.B.B 

マルチ
CLOSE ON時 :
本体のプロ
グラム設定
による

65 Ω
以下

600 pF 
420 pF

ー
-35 dB  
-20 dB 
-3 dB

5 mA×線数
×CLOSE
チャンネル数

ー 1 1.1 31009B 

31001K
(大電流）

¥150,000

10ch/4線
（大電流
経路2線、
小電流
経路 2線）

メカニカル・
リレー

220 V
（AC）
220 V
（DC）

10 A 2200 VA/
150 W

320 V 50 μV
40 ms

（バウンス
含まず）

140 mΩ
以下

5 nF
5 nF

±0.3 dB  
±0.5 dB 
±3 dB

-20 dB  
-5 dB 
-3 dB

110 mA×
CLOSE
チャンネル数

5×106

回

2 1.7
スイッチ・
カードと
一体構造

2 A 62 VA/
30 W

230 mΩ
以下

1×107

回

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

カ
ー
ド

31002K※3

（大電流）

¥150,000

10ch/4線
20ch/2線

メカニカル・
リレー

250 V
（AC）
220 V
（DC）

10 A 2500 VA/
150 W 500 V 50 μV

20 ms
（バウンス
含まず）

本体のプログラム
設定による

135 mΩ
以下

16 pF
16 pF

±0.3 dB  
±0.5 dB 
±3 dB

-70 dB  
-50 dB 
-25 dB

25 mA×線数
×CLOSE
チャンネル数

5×106

回 2 1.5
スイッチ・
カードと
一体構造

マ
ト
リ
ク
ス

カ
ー
ド

31003B
（汎用）

¥140,000

8×4ch/4線
（8×4ch/2線）
×2※1

メカニカル・
リレー

125 V
（AC）
110 V
（DC）

1 A 37 VA/
30 W 200 V 50 μV

4 ms
（バウンス
含まず）

本体のプログラム
設定による

840 mΩ
以下

300 pF 
130 pF

±0.3 dB  
±0.5 dB 
±3 dB

-45 dB  
-25 dB 
-10 dB

15.5 mA×線数
×CLOSE
ポイント数

5×107

回 1 1.1 31009B

マ
ル
チ
プ
レ
ク
サ
/

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

共
有
カ
ー
ド

31005B

¥70,000

10ch/4線
20ch/2線

メカニカル・
リレー

125 V
（AC）
110 V
（DC）

1 A 62 VA/
30 W 200 V 1 μV

12 ms
（バウンス
含まず）

マルチプレクサ・
モード :
B.B.M

またはM.B.B

アクチュエータ・
モード :

本体のプログラム
設定による

600 mΩ
以下

420 pF 
390 pF 

±0.3 dB  
±0.5 dB 
±3 dB

-45 dB  
-25 dB 
-5 dB

3.5 mA×線数
×CLOSE
チャンネル数

1×107

回 1 1.1 31009B
31009M

※1）最大 CLOSEチャンネル数（4線：8ポイント）、（2線：16ポイント）
※2）開閉可能容量の最大値。最大電圧、電流の条件では開閉できません。
　　「W」単位はDC負荷の時。

※3）■チャンネル内電流制限
4線：同一チャンネル内の4接点に通電できる電流の総和≦20 A
2線：同一チャンネル内の2接点に通電できる電流の総和≦10 A
■カード内の総合電流制限
カード内の全接点電流のニ乗総和≦1,500 A2　
Σ（接点電流）2 ≦ 1,500 A2

ただし、１接点の最大電流は、接点最大定格による。
各チャンネルの線路抵抗による電力損失でカードが発熱します。
同時に流す電流の二乗和をこの値以下で使用して下さい。

※4）B.B.M.（Break Before Make）、M.B.B.（Make Break Before） 

31000シリーズ（スイッチ・カード）の性能

〔            　　  　〕上：23±5 ℃、60 %RH以下
下：0～40 ℃、85 %RH以下
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◦ 表示価格はメーカー希望小売価格で、消費税は含まれていません。消費税相当額については別
途申し受けます。

◦ 本製品を正しくご利用いただくため、お使いになる前に必ず取扱説明書をお読みください。
◦ ユーザ各位のご要望、当社の品質管理の一層の高度化などにともなって、おことわりなしに仕様

の一部を変更させていただくことがあります。

カ
ー
ド
名
称

価
格

電
圧

（
ピ
ー
ク
）

最
大
端
子
間（
ピ
ー
ク
）

絶
縁
抵
抗

（
各
端
子
間

,各
値
以
上
）

熱
起
電
力

（
各
値
以
内
）

ス
イ
ッ
チ
ン
グ
時
間

（
各
値
以
下
）

ス
イ
ッ
チ
・タ
イ
ミ
ン
グ
※

4

初
期
信
号
路
抵
抗

周
波
数
特
性

（
50

 Ω
終
端

, 各
値
以
内
）

上：
10

0 
KH

z、
中
：

1 
M

Hz
、
下：

10
  M

Hz
ク
ロ
ス
ト
ー
ク

（
50
Ω
終
端

, 各
値
以
内
）

上：
10

0 
KH

z、
中
：

1 
M

Hz
、
下：

10
  M

Hz
消
費
電
流

（
ド
ラ
イ
ブ
電
流
）（
各
値
以
下
）

接
点
寿
命

（
各
値
以
上
）（
無
負
荷
）

占
有
ス
ロ
ッ
ト
数

質
量（
各
値
以
下
）　
単
位
：

kg
適
応
入
出
力
端
子
板

静
電
容
量

（上
段：
スイ
ッチ

CL
OS

E時
信号
線路

間、
各値

以下
）

 （下
段：
スイ
ッチ

OP
EN
時信
号線

路間
、各
値以
下）

電
力
※
２

（
無
誘
導
負
荷
に
て
）

チ
ャ
ン
ネ
ル
数

電
流

チ
ャ
ン
ネ
ル
・ス
イ
ッ
チ

接点最大定格



■ 31001シリーズ　マルチプレクサ・カード
4 線式で 10 〜 20ch の入出力ラインと 1 つのコモン
･ラインを持っています。
● Fタイプは半導体リレーを使った 20chで 4 線式

（高速）です。設定により 40chで 2 線式または
80chで１線式として使用できます。

● K タイプは入出力端子部とスイッチ部とが一体
構造のもので、10ch で 4 線式測定に適した大
電流用（A, B 端子）とセンス用の小電流用（C, 
D 端子）構成です。

■ 31002　アクチュエータ・カード
独立した 4 線式 10ch のスイッチを持つカードです。
● K タイプは入出力端子部とスイッチ部とが一体構

造のものです。設定により20ch で 2 線式として
使用できます。

■ 31003　マトリクス・カード
マトリクス構成を持つスイッチ ･カードで、IC の
DC パラメータ特性試験システムなどを容易に構成
することができます。
● B タイプは 8×4ch のマトリクス構成（4 線式）の

メカニカル ･リレーを使った汎用型です。設定に
より16×4ch のマトリクス構成（2 線式）として使
用できます。

■ 31005
　マルチプレクサ／アクチュエータ共有カード
ターミナル・カードの選択により、マルチプレクサ・
カードまたはアクチュエータ・カードとして使用でき
ます。
● B タイプは 10ch で 4 線式のマルチプレクサ／

アクチュエータ共有のメカニカル ･リレーを使っ
た汎用です。設定により 20ch で 2 線式として
使用できます。

■ 31009シリーズ　ターミナル・カード
入出力信号用のターミナル ･カードで、31001/31003/ 
31005と組合せてスキャナのスロットに挿入して使用し
ます。
ターミナルはスクリュー式ブロック･ターミナルに
なっており、しかもターミナル ･カードはスイッチ ･
カードとは簡単に分離できるため、入出力配線の
接続が容易に行えます。
● B タイプは 4 線式の汎用型です。
● M タイプは 31005B 専用でマルチプレクサ接続に

します。

接点構成

● 31009M

A
CH0
B C D A

CH9
B C D A

COM
B C D

●31001シリーズ　マルチプレクサ・カード

●31002　アクチュエータ・カード

●31005　マルチプレクサ／アクチュエータ共有カード

●31003B　マトリクス・カード

31001F（高速）

31001K（大電流）

31002K（大電流）

●CH0～CH9のいずれかをON（CLOSE）にすることにより、各チャンネルとCOMの各端子間
（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）を導通することができる。

●X-nとY-nとの任意の交点をON（CLOSE）することにより、X（8ch）とY（4ch）の任意チャンネル
を導通することができる。

●CH0～CH9の任意チャンネル（複数チャンネル可）をON（CLOSE）にすることにより、各チャンネ
ルA-a、B-b、C-ｃ、D-d端子間を導通することができる。

●ターミナル・カードの選択により、マルチプレクサ・カード（31001シリーズ）またはアクチュエータ・
カード（31002シリーズ）の接点構成として使用できます。

CH0

A
a
b
B
C
c
d
D

CH1

CH9

A
a
b
B
C
c
d
D

A
a
b
B
C
c
d
D

● 31009B

A
CH0
B C D A

CH19
B C D A

COM
B C D

31003B

31005B

A

BCH0

C

D

A

BCH1

C

D

A

BCHn

C

D

A

B
COM

C

D

Y-0

Y-1

Y-2

Y-7

X-0
X-1
X-2
X-3

Y-3
A
B
C
D｛

A B C D

各クロス・チャンネルは４線式となる

A
B

C
D

A
B

C
D

A
B

C
D

A
B

C
D

A
C

A
C

B
D

B
D

CH0
CH0 CH0

CH1 CH1

CH1
COM

CH9

アクチェータ接続

マルチプレクサ接続

A
B

C
D

A
C

A
C

B
D

B
D

CH2 CH2

CH3 CH3

A
B

C
D

A
C

A
C

B
D

B
D

CH18 CH18

CH19 CH19
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システム化でもマニュアルでも
抜群の使いやすさを凝縮したスキャナ

このカタログは再生紙を使用しています。 © 2014 ADC CORPORATION   Printed in Japan  3100-NP2 Dec.'14 A

●ご用命は

E-mail : kcc@adcmt.com   URL : http://www.adcmt.com

お問い合わせはコールセンタへ  y0120-041-486
受付時間： 9：00～12：00，13：00～17：00（土・日、祝日を除く）

本社事務所 ： 〒104-0031 中央区京橋3-6-12　正栄ビル
 TEL （03）6272-4433 FAX （03）6272-4437

東松山事業所 ： 〒355-0812 埼玉県比企郡滑川町大字都77-1
 TEL （0493）56-4433 FAX （0493）57-1092

本社営業部 ： 〒104-0031 中央区京橋3-6-12　正栄ビル
 TEL （03）6272-4433 FAX （03）6272-4437

西 営 業 部 ： 〒532-0003 大阪市淀川区宮原2-14-14
関　西　営　業　所 新大阪グランドビル
 TEL （06）6394-4430 FAX （06）6394-4437

中　部　営　業　所 ： 〒464-0075 名古屋市千種区内山3-18-10
   千種ステーションビル
 TEL （052）735-4433 FAX （052）735-4434

3100　リアパネル 3101　リアパネル

3100　正面パネル
スキャンの周期、回数、スキャン
範囲の設定で多彩な切替えが可能

ScanBus
最大5台の3101を接続して1,360チャンネルまで
のシステムを構成可能

各カードに接点の開閉カウンタを
内蔵しておりメンテナンスが用意

ScanBus

スキャンのスタート/ストップが手動で可能

迅速な操作を可能にする
ロータリーノブ

表示を見ながらスイッチの
OPEN/CLOSEの制御が可能

チャンネルのOPEN/CLOSE
をグラフィカルに表示

すべての接点を同時にOPEN
することが可能。スイッチ状態
の初期化などに便利

GPIB、USBインタフェース
標準装備

外部コントロール
他の機器との同期が可能

デジタルI/Oポート
外部機器の制御やデータ
転送に使用可能


